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Ⅰ．FMDB等を活用した研究動向に関する 
エビデンス解析について 
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FMDB 
産業界等 
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大学 
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（KAKEN） 

横断利用 

Web of Science®  

専門的解析 <テキストマイニング・相関> 
 

 ・各種研究情報に含まれるキーワード分析 

 ・キーワードの頻出・相関を時系列分析 等 

シンプルなデータ把握・分析 
 

 ・競争的資金・その成果等を一元把握 

  （基礎～産連・知財の諸事業情報） 
 ・研究者アクティビティの把握 

 ・研究成果ベンチマーク        等 

FMDBの主なデータ群 F M D B 解 析 情 報 有用な解析ツール 

・研究制度、課題情報、研究費、研究総括、研究
代表者、共同研究者、アドバイザリー情報等 

 

・論文、特許、受賞、経歴、実施料等 
 

・引用数、分野、キーワード、追跡調査等 
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JST Funding Management DataBase（FMDB） 

 シームレスな連携のための分析 
 科学研究費助成事業（科研費）課題情報の取込み 
 事業実施や施策立案のためのエビデンス作り 

 JST制度の研究開発課題情報を網羅的に収載 
 JST内での職員等による成果把握や目利き等に活用する内部DB 
 JSTの研究開発情報の公開・成果の発信 

http://jglobal.jst.go.jp/?d=0


エビデンスの収集・解析プロセス（想定） 

１） 我が国における大学等の研究動向の網羅的な把握 

２） 世界における研究動向を網羅的に把握 
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○各研究分野から研究の拡大・伸長が見込まれる領域を抽出 
【手法】 

 ・すべての分野にわたり独創的・先駆的な「学術研究」を幅広く支援する我が国
最大規模の競争的資金制度である科研費の課題情報を活用し、近年の研究
動向における研究キーワード※の推移を解析する。（FMDBを活用） 

  （分野別／年毎のキーワードの変化、キーワード間の粗密や広がり） 
   ※ 研究キーワードは、研究課題タイトル、研究概要を想定 

○世界の論文発表動向を解析し、研究の拡大、急激な伸びの 
 見込まれる研究領域を抽出 
【手法】 
 ・近年の世界の論文発表動向における研究領域の変化を解析する。 
  （Web of Scienceを活用） 
  （引用解析を用いた注目領域の抽出（共引用関係／直接引用関係））   
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１） 我が国における大学等の研究動向の網羅的な把握 

近年の科研費の研究動向における研究キーワードの推移 

“・”は課題のクラスタ。・が大きい程、当該キーワードを含む課題数が多い。 

電子材料 
材料, 電子, 原子, 物理, 量子, 理論, デ
バイス, 構造 

ナノ 
材料, 構造, 化学, ナノ, 合成, 粒子, 分
子 

タンパク質 
生物, 蛋白質, 化学, 分子, 細胞, 構造, 
結合, 機能 

流体等のシミュレーション 
材料, 流体, 計算, 物理, 流れ, 構造, 数
値, シミュレーション 

構造計算 
材料, 構造, 計算, シミュレーション, 粒
子, ｐｉ, 表面, 原子 

バイオ系 
生物, 遺伝子, 植物, 細胞, 遺伝, 進化, 
機能, ゲノム, 生態, 変化 

癌・幹細胞 
細胞, 発現, 遺伝子, マウス, 治療, 分子, 
抑制, 誘導, 分化, 腫瘍, 幹細胞 

電子材料(2) 
材料, 電子, 構造, ナノ, デバイス, 原子, 
ナノ構造, 金属 

有機合成 
化学, 反応, 合成, 分子, 触媒, 教授, 有
機, 金属, 酸化 

※ ValueNEXコンサルティング社「DocRader」 

科研費課題：総額1000万円以上、約2万件を対象に、課題タイトル、課題概要を「DocRader」で解析 
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近年の科研費の研究動向における研究キーワードの推移 

例） 「藻類」をキーワードに含む研究課題における推移 

１） 我が国における大学等の研究動向の網羅的な把握 

2005~2007（※） 2011~2013（※） 2008~2010（※） 

課題数 キーワード クラスタ数 課題数 キーワード クラスタ数 課題数 キーワード クラスタ数 

※ 年は課題終了年度 
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２） 世界における大学等研究動向を網羅的に把握 

近年の世界の論文発表動向における研究領域の変化 

 １） 共引用関係を用いた注目領域の抽出 
【以下、JSTで実施したライフサイエンス分野の事例】 
①Web of Science 2008-2013の被引用数トップ10％論文（約20万論文、 
 ライフサイエンス分野をJSTで選定）を対象に共引用（※1）の関係を用いて 
 高被引用論文群をクラスタ化（※2) 

  ※1 2つ以上の論文が、その後に出版された論文の参考文献として同時に引用されることを活用してグループ化 
     （出典：トムソン・ロイター：リサーチフロント（先端研究領域）） 
  ※2 クラスタ数とクラスタに含まれる論文数が過大にならないよう調整し、クラスタの共引用度を0.4と設定。 

②クラスタに含まれる論文数の変化、クラスタを特徴付けるキーワードの国際比較 

ｹﾞﾉﾑ編集 

6位 

クラスタを構成する論文数 

各論文で構成される 
クラスタを特徴づける 
キーワード 
（JSTで目で見て設定） 

各クラスタの国際比較 伸長が見込まれる領域の抽出（論文の増加割合が顕著） 

機能性RNA 

3位 
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２） 世界における大学等研究動向を網羅的に把握 

近年の世界の論文発表動向における研究領域の変化 

 ２） 直接引用関係を用いた注目領域の抽出 
   東京工業大学梶川准教授による解析事例（※）（Sustainability分野） 
      ※ 論文の引用主体と引用対象の論文間の類似性を前提として、学術俯瞰マッフを゚描く手法。 

出典：Kajikawa et al., 2014. Sustainability science: 
the changing landscape of sustainability research. 

2007年 

2013年 
分野の構造変化 



（参考） Sustainability分野（2013年） 

No. クラスタ名称 論文数 平均リンク数 平均出版年 
1 Environmental Systems 12,121 3.52 2006.4 
2 Economy and Business systems 10,453 3.61 2007.2 
3 Fishery and Forestry systems 7,728 2.88 2005.8 

4 Energy Systems 5,244 2.41 2008.9 
5 Water Resources 3,395 1.61 2006.5 

6 Health 2,045 1.83 2007.1 
7 Urban and Transport systems 1,073 1.59 2008 
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クラスター#1～#7の 
相対的な論文数変化 

出典：Kajikawa et al., 2014. Sustainability science: 
the changing landscape of sustainability research. 

平均出版年が若い 
２つのクラスタが 
注目領域 



Ⅱ．戦略目標策定プロセスに対する要望 
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1. 戦略目標策定プロセスにおけるJSTとの連携 

 前回同様、引き続き連携をお願いしたい 

 第２ステップのワークショップの共催（JSTからの参画等） 

 ワークショップにおける議論や、戦略目標案の作り込み等におい
て、関連するJST-CRDSの戦略プロポーザルやその他のJSTにおけ
る各種議論等をエビデンスや参考として活用 

2. 戦略目標策定・研究領域設定プロセスにより時間をかける 

 戦略目標・研究領域の『作り込み』が重要 

 ワークショップ開催の準備期間をより長くし、参加者の事業趣旨・
開催趣旨への理解をより深く得て、より議論を深める （２回開催も
検討） 

 

戦略目標策定プロセスに対する要望 (1) 
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3. 情報科学技術分野や融合分野等への配慮 

 被引用度の解析等からは動向が掴みにくいが重要な分野への配慮 
→proceedingsなどのデータの取込み、その他解析手法の改善検討 

 ビッグデータ、IoT（モノのインターネット）、CPS（サイバー・フィジカル・
システム）などに代表される情報科学技術関連分野 

 人文・社会科学との連携・融合 

 将来のイノベーション人材層の形成という観点への配慮 

 

 

 

戦略目標策定プロセスに対する要望 (2) 


